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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月12日(2017.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）３０から６０質量％の範囲内の、メチルグリシン二酢酸のアルカリ金属塩および
グルタミン酸二酢酸のアルカリ金属塩から選択される錯化剤と、
　（Ｂ）１から２５質量％の範囲内の、スルホン酸または有機酸の少なくとも１種の塩と
を含む水溶液であって、百分率がそれぞれの水溶液の総質量に基づき、界面活性剤を含ま
ない水溶液。
【請求項２】
　９から１３の範囲内のｐＨ値を有する、請求項１に記載の水溶液。
【請求項３】
　（Ｂ）が、酢酸、酒石酸、乳酸、マレイン酸、フマル酸、およびリンゴ酸のアルカリ金
属塩から選択される、請求項１または２に記載の水溶液。
【請求項４】
　塩（Ｂ）がメチルスルホン酸のアルカリ金属塩から選択される、請求項１から３のいず
れか一項に記載の水溶液。
【請求項５】
　（Ｃ）４００から１０，０００ｇ／ｍｏｌの範囲内の平均分子量Ｍｎを有する少なくと
も１種のポリエチレングリコール
をさらに含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の水溶液。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の水溶液を製造するための方法であって、錯化剤
（Ａ）の水溶液と塩（Ｂ）とを合わせる工程を含む方法。
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【請求項７】
　ランドリーケアまたは食器洗浄用配合物を製造するための、請求項１から５のいずれか
一項に記載の水溶液を使用する方法。
【請求項８】
　管または容器中で輸送するための、請求項１から５のいずれか一項に記載の水溶液を使
用する方法。
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